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1･　児童の発達研究は，縦断的な把握が重要であ る。

乳幼児期に，しばしばみられる発達遅延や早熟が，正常

発達上の一過性 のエポ ックであ るのか，恒久的 な意味を

もっ かは， 数年後 の状況 と比較しなければ正確に判定で

きない 場合がある。 また，身体発達と精神発達が，個体

によりい くぶんずれのある例を経験する。こ うした相関

的 な発達のひずみが，正 常児において，いかに現 われる

かを知 ることは， 乳幼 児期の発育週延 児を診断する上に

払 重要 な課題 であ る。

2. ・ 3.　この研究は，昭和39年８月 に発足し ，正 常児

12名（新生児 から３歳に成長し たものを含む，延4? 例）

について約半年毎にFollow up した結果を， まとめた

ものである。 対象児 の 選定は， 正常分娩， 生下時体重

2,500 g 以上の 第１子または第 ２子で， 両親健在で，こ

の長 期研究に従 う条件を備えているも のとし た。これ ら

の各個 例につい て， 同一 研究者が，同一検査目的に従 っ

て，そ のひ ずみをたどりながら，身体 面，精神面，社会

面か ら発達段 階を観 察し， 立体的 に把握しよ うとつとめ

た。研 究（Ｉ）においては，主として身体的 発達 を中心 に

考察を行な う。主な項目は

①医学的身体所見

②手 根骨レントゲン検査



③細部身体計測( マル チン肝測器 による)

④研究(Ｈ) に報 告する精神的, 社会的 発達面 との相関 。
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